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皮膚免疫褒 生 二 關 ス ル ボ ン ドル フ氏 ノ登 表ハ

1914年 ヨ リ1921年 二亙 リ盛 ンー行 ・・レ、當時

ノ結核治療 法 ニ大 ナル衝動 テ與 ヘ タルレモノデア

ルレo

勿論 氏 ノ方法 ハ皮膚面 二大 ナル齪切 テ廣汎 ニ加

ヘ テ弦 ニ薔 「ツベル クリン」テ塗擦 スルモ ノデ、

本法 二封 スル議 論ハ優々 デアツタ｡

ペ トル シユキーリ ク レンペル、 ロー ンベル グ諸

氏ノ・危瞼 ナ方法 トシテ之 テ排 シ、 グラス、 ベツ

ツオール ト雨 氏ノ・抗膿登 生 ニ質意 ラ表 シタ｡ド

リガル スキー氏 ハ反封 シ、 ヱバー ス氏 ハ ソノ主

旨 二質 スルモ結核治療 ニ望 ㍉得 ズ トナス｡第13

同 結 核學會ハヱ ナニ於 テ開催 サ レ本問題 ラ中心

トシテ盛 二検討 サ レタ.本 邦 二於 テモ今村、仲

田雨 氏 ニヨ リ=豊富 ナル海狽試験 ガ行 ハ レタ｡モ

ー ロー氏 ハ「ヱ クラヒン」ラ製 シ小見皮膚 二癒用

シ、 レー ヴェンスタイ ン及 ビ余 ハ 「デルモ ツベ

ル クリン」皮膚免疫元 テ作 リ、之 ラ皮膚 ニ慮用 セ

ン トシタ｡爾 ホ レー ヴェンスタ ィン氏、メンデル

氏等 ノ登表 モ アツタ｡

余 ハ昭和2年 東京署事新誌 二之 ガ治験 例 ラ登表

シ世間 ノ批評 ラ仰 ギタルモ、 ソノ後 之 ニ關 スル

消息 ニ接 セズ｡其 ノ後1眞重 臨躰實験蛇 ニ動物實

験 テ行 ヒ弦 二聯 力登 表 シ得 ル機會 ラ得 タレバ拙

稿 ヲ草 スルコ ト・シタ.

第一章 「チ フス」菌 ノ皮膚滲透實験

タ

余等 ノ皮膚免疫元 ハ肉汁培養 ノ結核菌 ヲ濃縮 セ

シモ ノニシテ、 ソ レニ或 ル藥物 テ加 ヘ シモ ノニ

シテ之 ラ塗擦 シテ皮膚 テ滲透 セ シメン トスルモ

ノナ リ｡

之 ガ豫備試験 トシテ「チ フス」菌 ノ肉汁培養 セシ

モ ノラ濃縮 シ、之 ニ或 ル藥物 ヲ加 ヘテ之 テ家兎

2頭 宛 ニ塗擦 シテ是等 ノ菌膿 ガ其 ノ加 ヘ タル藥

物 ノ媒介 ニヨ リテ試験獣皮膚 内 二侵 入 スル ヤ否
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ヤラ検 セ ン トセ リ.

先 ヅ健康家 兎 テ選 ンデ背部 ノ毛 ラ 剃除 シ弦 二

梢 ≧堅 キ刷 毛 テ以 テ準 備 セル 「チフス」菌 濃縮 物

ラ塗擦 ス.豫 メ最初 塗擦前 二正 常 ノ血 清凝集 贋

ラ定 メオキ、2日 目二塗擦 テ連綾 行 ヒ、10日 毎

ニ耳翼 ヨリ探血 シテ其 ノ凝集 償 ノ浦長 テ見 タル

ニ第 一表及 ビ第 二表 ノ如 シ｡

即 チ第 一表 ニ於 テハ正常 ノ「チフス」凝集 償6倍

ナ リシモ ノ ガ 昭和6年1月20日 ヨ リ同年 同月

30日 ニ至 ル10日 間5同 ノ前記 藥物塗擦 二依 ツ

テ30倍 トナ リ、次 ノ10日 目二50倍 、 次 ニ100

倍 トナ リ昭和6年3月30日(70日 間)ニ100{}倍

ニ達 セリ｡類 屡反慮 トシテ「パ ラチ フス」B、 及

ビ大腸 菌 ノ凝集 償 テ検 セ シニ「パ ラチフス」Bハ

正常2倍 陽 性 ノモ ノガ6倍10倍 ト高 メ ラレテ

第 一

1}()0倍二達 シ、大腸菌 ハ正 常陰性 ノモ ノガ次 ノ10

日 目一2倍 陽性 トナ リ漸次 高 メ ラレテ途 ニ200

倍 陽性 ニ達 セ リ｡第 二 表 モ亦略 ≧之 ト拉行 ノ成

糸責ラそ尋タ リ｡

此 ノ實験 ニ因 ツテ余等 ハ「チフス」菌 ノ皮膚塗擦

一 ヨリテ該 菌 ノ皮膚侵 入 ラ謹 明 セ リ｡

即 チ第一表及 ビ第 二表 ノ成績ヴ通賢 スル時 「チ

フス」菌 肉汁培養濃縮液 ハ明 ニ家兎艦 内 ニ侵 入

'ヘル コ トハ明 白ナル事實 デアル
｡即 チ該液塗擦

21同 ニテ1000倍 ノ凝集償 ラ出現 シ類 属凝集反

癒 トシテ、大腸菌及 ピ「パ ラチフス」B菌 ニ ヨリ

依 リ稚 支輕度 ノ凝集反慮 テ認 メタ リ｡濃 縮 セル

肉汁 ノミラ塗擦 セ シ封照獣 ハ全 ク凝集 反慮 ニ影

響 ラ及 ボサ ・"リシバ當然 タル可 シ｡
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舷 二於 テ前記豫備試験 二基 イテ愈 々結核 菌 ノ本

實験 ニ着手 セ リ｡

由 來結核 ノ免疫 ト云 フコ トハ非常 ニ意味 ノ特異

ナルモ ノニシテ過敏反慮 ニナル トカ、無反磨 ニ

ナル トカ云 フ風 二其 ノ生艦 ガ結核菌或 ハ菌毒 二

封 スル痩調 ラ來 セルモ ノナ リ ト解 ス可 キデ ァ

ル｡自Pチ 「アレルギー」反慮或 ハ 「ア子ルギー」反

慮 ト構 ネ可 キデアル｡

余等 ハ皮膚冤 疫登 生 ニ關 ス ・し實験 トシテ先 ヅ家

兎テ用 ヒタ リ.之 レ海狽 ハ結核感染 二關 シテノ・

籐 リニ過 敏 ナ レバ、 生艦免 疫的現 象 ノ現 ハル ・

迄 ニ全身感染 ノ起 ル爲 ナ リ ト思考 シ タ レバ ナ

リ｡

次 ニ本實験 二使用 セ シ結核菌生菌液 「コクチゲ

ー ン、A-0」 、菖 「ツベル クリン」及 ピ「デルモツ

ベ リン」ノ製法 ラ次 二略述 セ ン｡

(1)家 兎 ラ感染 セ シムル爲 メニ用 ヒタル結 核菌

液 ノ製法｡

ペ トラニー氏培養基 二結 核患者 ノ喀疫 ヨリ住吉

法 ニ依 リ培養 シ得 タル結核菌 集落 ラ釣菌 シ、滅

菌生理的食盤水1.0耗 中 二結核 菌1醒 ノ割 二混

ジタルモ ノラ乳 鉢中 ニテ充分研 磨 シテ平等 ナル

菌液 トナス、本實験 二於 テハ大井、高木、土井

三氏 ノ各結核菌生菌液 テ同量混合 セシモ ノラ用

ピタ リ｡

(2)「 コ クチグー ン」製 法｡

(1)ニ 記 述 セ ニ結核菌 生菌液 ノ製 法 ノ如 ク結核

菌2延 テ 《).5%百 炭 酸加 生理的 食盟水 中ニ加 へ

沸湯 中ニテ40分 時間煮沸 シタル後細菌 濾過 ス｡

以 上 ノ如 クシテ製 セ シ大 井、 高木、土 井三 氏 ノ
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菌 液 テ各k同 量混和 シ、之 テ0.5%石 炭 酸加 生

理的食堅 水 ニテ稀程 セ リ｡

(3)「A-0」 ノ製法｡

A-0ノ ・市井販 費品 テ0.5%石 炭 酸加生理的食

盤 水 ニテ5倍 二稀繹 セ リ.

(4)蕗 「ツ〈ごルレク リン」ノ製法｡

奮 「ツベル クリン」ノ・北 里研究 所製造 ノ モ ノテ

0.5%石 炭 酸加生理的食盤水 ニテ1000倍 ニ 稀

繹 セ リ.

(5)「 デルモ ツベ リン」ノ製 法｡

本 院 ニテ製造 セ シモ ノテ使 用 ス、 即 チ或 ル藥物

加 肉汁培 養 ノ結 核菌 テ3ケ 月解卵 器 内ニ納 メ旺

盛 ナル登 育 テ逡 ゲ タルモ ノテ重盈煎上 一テ濃縮

シ泥歌 ノモ ノトナ シ之 一 〇.5%ノ 割 ニ石炭酸水

テ加 ヘ タルモ ノナ リ.

第二章 家兎二於ケル結核菌検査

第 一 節 實 験 方 法

2冠 内外 ノ家兎雄 テ選 ンデ實験 二供 セ リ｡

(1)「 コ クチゲー ン」ニテ鬼 置 セ シ家兎｡

昭 和6年6月23日 ヨ リ毎4日 目二混合三氏 「コ

クチゲー ン」0.5耗 テ家 兎背部皮 内 二注射 ヲ施 シ

同年7月26日 二至 ル迄12同 塵置 シ、混合結核

生菌液 ラ各睾丸 内 ニ0.15耗 注 射 シ、後7日 テ経

テ同年7月4日 ヨリ同年11月1日 二至 ル迄毎

4日 目 ニ前 同様免疫元注射 テ行 ヒ総計21同 二

及 ペ リ.然 ル ニ試験動物 ・・依然元氣 ナル ニ依 リ

夏 二一般感染 テ 起 サ シメ ン トシテ 同年10月3

日結核菌生菌液 ヲ 家兎耳静脈 ヨリ0・15耗 注 射

シ10月9日 ヨ リ前同 同様 「コクチゲー ン」テ以

テ庭 置 シ、10月21日 迄4同10月26日 二 至 ツ

テ撲殺 解剖 セ リ｡此 ノ間 二於 ケル艦重 ノ増減及

ビ赤血球沈降速度 ハ第 三表 ノ如 シ｡

(2)A-Oニ テ庭 置セ シ家兎｡

(3)蕾 「ツペ ル クリン」ニ テ塵置 セシ家 兎｡

〈2)(3)ノ ・何 レモ(1)ノ 如 ク塵置 セ リ｡唯 混合

「コクチゲ」 ン」テ使用 スル代 リニ、5倍A-0

液 、又ノ・1000倍 ・「ツ〈ごル クリン」液 ラ用 ヒテ皮下

二注射 シタル ノ差異 アル ノミデアル｡

(4)「 デ ルモツベ リン」ニテ腱 置 セシ家兎｡

家 兎背部 ノ毛 テ剃除 シ歯刷毛 テ以 テ 「デルモ ッ

ペ リン」テ塗擦 シ、結核感染菌液 ハ混合結核菌液

ニテ庭置 セ リ｡

(5)封 照 ノ家兎｡

結 核菌 生菌液 ラ睾 丸 一7月26日0・15琵 注射 シ

10月3日 同量 テ耳静脈 ヨリ注射 テ行 ヒシ ノミニ

テ其 ノ前後 ニハ何等 ノ塵 置 ヲモ施 サズニ飼育 セ

リ｡

第 二 節 赤 血 球 沈 降 蓮 度 測 定 法

イ、赤血球 沈降速 度速 定 ニハウエ スター グ レー

ン氏測定器 テ使用 セ リ.

ロ、絢擶酸曹達 ハ「メル ク」會肚製 ノモ ノテ5%

ノ水溶液 トシテ用 ピタ リ｡

ノ・、探血｡

小 試験管 二 〇.4耗 ノ前記5%絢 構 酸曹達 テ入 レ

家兎耳静脈 ヨリ法 ノ如 ク探血 ス｡探 血前 ニハー・

苦夜絶食 セシム｡探 血後 ハ ヨク振盈 シ血液 ノ凝

固 スル テ防 ギ後沈降 「ピペ.ト 」二入 レ室温 二放.

置 シ1時 間乃至21時 間毎 二測 定 セ リ｡

二、判定｡

第 表
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沈 降現象 ・・吾人人類 二於 テモ速度 ガ速 カナル場

合 ニハ沈 降 シツ ・アル赤血球 ガ完 全 ニ沈降 セズ

シテ管 ノ所 々ニ分裂 シテ凝集 セル爲境界 ガ甚 シ

ク不 明瞭 トナルコ ト稀 ナ ラズ、家 兎 二於 テハ殆

第 四

ド毎常此 ノ現象 テ認 メ タレバ此 ノ際 ハ中央部 ラ

讃 ミ取 ル ノ巳 ムラ得 ザル場合 二屡 丸遭遇 セルラ

以 テ正確 ナル成績 ナ ラズ、 唯 蓼考 ノ爲 二記載 ス

ルニ過 ギズ(第 三表参照)｡

以 上 ノ成績 ヲ通覧 スル ニ偶 然 ニモ 「デルモ ッベ

リン」ニテ庭 置 セ シ家 兎ハ 全 ク肝臓、脾臓等 ニ

何 等 ノ病憂 モ起 サザ リシテ知 ル｡即 チ健康 ニテ

経 過 セ リ｡盟 重 モ次第 一一・b檜加 シテ0・碕 冠 ノナ曾

加 ラ認 ム｡「 コクチゲー ン」、善 「ツペル ク リン」

及 ビ封 照 ノ動物 ハ敦 レモ其 ノ膿重減 少 シ、A-

0ノ モ ノノ寸曾加 セ リ｡

内臓 ノ病攣 ラ見 ルニ大 同小異 ナルモ肝臓 ニ結 節

ラ生ゼ シモ ノハ「コクチゲー ン」、蕉 「ツベル クリ

ン」及 ビ封 照動物 二於 テ認 メ、肺臓 ニハ各結 節

ラ認 メタルモ「デルモ ツベ リン」庭 置 ノ試 験 ノミ

攣化 テ認 メズ｡

弦 ニ於 テ余等 ノ實昭験ハ海瞑 二及 ブ.

表

　

動物1注 射
番號1菌 株

1

2

3

4

5

6

7

S

9

0

1

2

3

4

5

ー
ム

ー
匹

「正

-
⊥

「⊥

-
⊥

ユ6

大井

,P

土井

,,

高木

,,

混合

,,

大井

,,

土井

●D

高木

,P

混合

置

「デ ルレモ ッ ベ

リ ン」塗 擦

"

シナ

,,

,,

最初 ノ
畳豊重

6

3

0

3

7

6

7

7

1

0

5

8

8

1

5

7

7

7

4

4

S

7

7

1

0

2

9

1

8

1

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

2

3

2

3

13・ ・

3週 後
ノ禮重

8

S

7

9

3

7

3

2

9

2

9

3

3

ろ

2

1

S

9

8

0

3

6

6

5

0

5

0

7

2

5

3

2

2

2

3

3

3

3

3

4

3

3

3

3

3

7週 後
ノ膿重

0

6

5

3

5

1

5

3

3

3

5

1

7

5

5

8

S

9

8

7

0

2

7

7

7

0

9

7

り
0

の
召
4

3

4

3

3

4

4

3

3

3

3

3

4

3

3

1ピルケ撲殺時 屍 禮 ノ 攣 化

鷹iノ 騨 肺臓

±

十

十

十

十

十

十

十

什

十

軒

十

什

什

朴73りりの
冒
坊

骨'

0

の
」

ワ
昭

」
コ

00

「0

ρ0

陶'

0
σ

0
0

0ゆ

70

【1

AU

らδ

4
▲

4

一-

り0

0

Q
u

4

りひ

0
4

μ0

μ0

ワ
己

りゆ

3

Ω
」
一〇〇け

-

K
リ

0
」

9

S

7

フ0

70

の
ヨ

3

00

0
0

十

十

十

十

十

什

十

督

骨

十

什

十

十

柵

十

3271骨

肝臓

舳
温

蔽

十

十

十

十

十

腎劇 脾 劇 淋巴腺

十

0.5一 粟 粒 大

0.5-一
　

1.0十1粟 粒大

o・5_!二

〇.6十1紫 粒 大
b

0.6十

1.0十 十

〇.5十

2.1柵

1.1十 十

2.0冊

1.2十

3.0柵

1.0十 十

〇.9十十

小豆大

小豆大

粟粒大

大豆大

米粒大

大豆大

小豆大

大豆大

小豆大

小豆大

…++瞬 大

第三章 海狽二於ケル結核菌検査

300瓦 内外 ノ海猿1{;匹 ラ 各2匹 ラ1組 トシ大 非、土井、高木、混合 ノ四組 二分 チ各夫 々 ノ結
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核菌 生菌液 テ注射 シ、 注射前後 ノ庭 置 トシテハ

「デルモツベ リン」テ皮膚 二塗擦 ス
｡残 リノ四組

テ封照 トシ夫 々 ノ菌種 ヲ以 テ感染菌 トナ シ、何

等 ノ庭 置 テモ施 サズ｡

1・ 「デルモ ツベ リン」一テ庭 置
｡

9月30日 ヨ リ海猿腹部 ノ毛 ラ約2糎Zド 方抜毛

シ、 之 ニ隔 日二「デルモ ツベ リン」ヲ歯刷毛 ニテ

強、ク塗擦 シ10月12日 二至 ル迄7同 腿 置 シ、 翌
'13日
ニ至 リテ夫 々 ノ結核生菌液0.05琵 テ右後

肢 大腿部皮下筋 肉内 二注射 ス｡翌 日 ヨリ前 同様

「デル モツベ リン」テ 皮膚塗擦 シ
、12月5日 迄

27回 ノ塗擦 テ行 ヒ、12月7日 撲殺 ス、自Dチ「デ

ル モ ツペ リン」塗擦開始後13日 目、 生菌 ニテ感

染 セシメテ55日 目ニ撲 殺 セリ｡

2.封 照｡

何 等 ノ虜 置 ラ施 サズ、唯10月 ユ3日 二夫 々 ノ生

菌液 ラ注射 セ シノミニ テ飼育 シ、12月7日 撲 殺

ス｡其 ノ景況 ハ第 四表 ノ如 シ｡

以 上海狽 ノ威績 テ通覧 スルレニ海狸番號1、4、5、

6ノ ー1,頭ハ生菌 注射 二拘 ラズ撲殺前迄 膿重壇加

スo

他 ノ9"P`t9/4頭 ハ撲殺前 二僅 ニ膿 重 ノ減 少

テ見 タ リn平 均1頭131瓦 ノ艦重増加 ア リタル

ニ反 シ封 照動 物 バー時膿重 ノ増加 テ見 タルモ撲

殺 前 ニハー様 二罷重 ノ減 少 ラ 認 メ平均1頭5{3

瓦 ノ檜加 ニ過 ギズ｡即 チ同一 ノ飼育法 ナル ニ拘

ラズ 「デルモ ツベ リン」腱 置 ノ動物 ハ著 シク盟 重

檜加 テ認 メタ リ｡

ピ ルケー反 慮 ハ封照動物 ハ著明 ナル陽性 テ見 タ

ル ニ「デルモ ツベ リン」虚 置 ノ陽性反慮 ハ極 メテ

輕度 ナ リ｡内 臓攣 化 二就 テハ肺臓 ハ大盟 二於 テ

封照動物 ハ ソ ノ攣 化著 明 ナ リ｡肝 臓 ノ所 見ハ著

明 ナラザルモ本剤塗擦 セ シモ ノ ・方病漿 少ナ キ

様 ナ リ｡脾 臓 二至 リテハ ソノ病憂 ノ差明 一 シテ

3、7二 動物 ノ ミガ1瓦 ノ重量 ヲ有 スル ノ ミニ シ

テ、他 ハ0.5-0.6瓦 ナ リ｡結 節 ラ探 究 スルー

5、7、9-…テ僅 力1-2筒 ノ結 節 テ 嚢 見セ シモ、

1、2、4ニ ハ全 ク結節 テ認 メズ、 唯混合菌 注射動

物 バ ガ著明 ナル結 節 テ認 ムルニ過 ギズ｡

封 照動物 ノ脾臓 ハ著明 ニシテ多クハ1瓦 以上 ニ

シテ13ノ 如 キハ3瓦 二達 ス｡凸 凹 セル結 節 ハ實

二無撒 ニ認 メ ラル｡海 猿試験 ニ於 テモ吾人 ハ實

二著明 ナル差異 テ認 メ得 タ ノデアル｡

本 「デルモ ツ〈ごリン」テ皮膚 二塗擦 スル コ トー ヨ

リ次 ノ如 キ動 物 ニ攣 化テ認 メル｡

(1)家 兎 二於 テハ結核 菌 テ感染 セシメタル モ病

攣 ラ認 メズ｡封 照動物 ニ於 テハ結 節 ラ明 二認 ム｡

(2)海 狽 二於 テハ封照 一比 シ禮重檜加 スル事著

明 ナ リ｡内 臓 就中脾臓 二於 テハ殊 ニソ ノ差 甚 シ

ク多少 ノ免疫 ノ登 生セル テ否定 シ得 ズ｡

第四章 結核月豫防検査
←

少撒 ノ海狸實験 ニヨリ皮膚免疫元 ノ成績 ノ相當

見ル可 キモノ存 スレバ次 ニ第二段 ノ研究 トシテ

皮膚免疫元 ガ結核 ノ豫防二数果 アリヤ否 ヤニ關
スル實瞼 ラ試 ミントス｡即 チー群 ノ海瞑 ノ毛髪

ヲ背部 二於 テ約二銭銅貨大ニ抜キ取 リ弦 二 「デ

第 五

ルモ ツペ リン」テ歯刷毛 テ以 テ塗擦 シテ20同 二

及 ビ、同時 ニ同條 件 ノ下 ニ飼育 セル海猿 ノ同撒

テ封照 トシテ墜方 ニ同量 ノ結核 生菌 テ大 腿 内側

皮下 二注射 セ シメテ其 ノ経 過 ラ観 察 セ リ｡

表

番號1
物動 注射菌株

ー
ム

0
召

3

石○株

ノ初
重

最

禮置

鞭 款 レ1285
塗擦二二十同267

1288

菌液注
射時ノ
禮重

ビ ルレケ

反 磨

427i+

434'十

405 十

撲殺時
ノ1彊重

屍 膿 ノ 攣 化

480

472

465

肺劇 服1腎 副 脾 臓

十

十

十

+ト
十 一

十

`2
.0十

1.8十

1.5十

注射附近 ノ
淋巴腺

0
召

3

1

0
ヨ

大豆

"

大
大
甑
豆
書、
、

山』

」

ノ

ノ
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4

uり

6

7
・

S

9

0

1

,

¶⊥

望⊥

12

3

4

5

6

¶⊥

¶⊥

ー
ム

「正

,,

,,

1

樹 照

243

263

255

272

290

292

247

28S

307

307

305

289

295

391

鴛引
4｡7i
433

465

441

450

480

480

475

465

478

十

十

十

十

十

540

525

450

495

十

53・1

4・21++

422十
　

410昭 榊

450

427

435

445

429

十

一

十

十

什

+

什

柵

柵

+

一

+

十

粁

十

+

什

甘

軒

3.0十 十

2.0十

1.0十

1.7十 十

1.6十

6.2柵

2.6十 十

7.5H十

4.r)H十

5.5十Hl

3.5十 十

4.O冊

5・・州

¶⊥
-
大
大

大

豆
粒

豆

碗
米

碗

,,

,,

碗 豆 大

小指頭大

噌⊥

り
召大

大

日
豆

纐}

へ

　

バ
リ

4

,,

豫防 ヲ行 ヒシ海狽 ハ表 ノ前牛10頭 ナ リ、然 シテ

後牛 ハ同條件 ノ下 二 飼育 セシi封照10頭 ナ リ｡

其 ノ経過 テ観察 セシニ試獣注射後3週 間 ニ シテ

スデニ雨者 間 ニ著 明 ナルー般歌態 ノ差 テ表 ス、

5週 間 ニ至 リテハ殊 ニ著 明 一シテ、豫 防獣 ハ何

,第 六

等病 的獣態 ラ起 サザルニ封照獣 二・・非常 ニ削痩

テ來 シ無 力 トナ リ禮重 モ減少頓 二加 フ｡本 實験

ニ ヨリ明白二 「デル モ ッベ リン」皮膚塗擦 ニヨリ

ソノ豫防的数果 ノ著 明 ニ存 スル ヲ知 レリ｡

表

物
號
動
番

1

2

3

4

.・

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

注射菌液

大○株

,,

,,

石○株

置

「デ ル モソ ベ

リン」塗 擦

最初ノ
膿重

殺 叉 ノ・死
ノ 日数

2761殺55日

鵬

野

鰯

脚

鋤

謝

甥

認

鋤

蜥

鰯

脚

鰯

鋤

鱗

㎜

螂

緋

餅

殺55日

殺55日

撲殺時
ノ樋 肺劇 騰

屍 艦 ノ 墜 化

封 照

十

十

十

±

十

什

十

十

柵

督

十

一

十

朴

昔

十

卦

柵

軒

魏

脚

朔

姻

棚

蹴
錨

鋤

矧

謝

姻

脚

腓

鵬

姻

螂

姻

姻

蜘

十

腎臓1脾 劇 羅 牒近ノ

塗 擦

i封 照

,,

,,

死36日

死55日

,,

,,

死55日

1
4271+

十

十

↓

,

十

十

十

朴

十

什

十

十

0.5一

0.5-

0.8±

0.5-

1.0十

2.1十 ÷

2.0十 十

・1.5十

2.5柵

1.0十

1.6十 十

1.8十 十

1.8十

4.0冊

3.0十 ト

2.7十 十

6｡1十H

7.5柵

4.5柵

5.5冊

粟 粒 大

大

大

・
粒

豆

米

小

大

大

大

大

大

二
豆

粒

豆

纐

豆

ま

大

米

大

小

小

大

大

大

ケ

大

大

日
晶

豆
脚
豆
纐

米

小

小

大

碗

小

大頭指小
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大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大
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大
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日

日

日
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十丁

粟

米

粟

小

大

小

小

小

粟

小

大

粟

大

小

大

小

粟

万

大

小

大

小

小

米

粟

米

小

+

一

+

一

什

什

什

柵

什

村

+

+

+

+

一

冊

什

什

+

什

+

一

一

一

什

+

+

什

冊

什

一

±

+

什

+

+

+
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一

一

一
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一
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}
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一
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一
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一
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一

一
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一

一
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-
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「
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ー

i
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舳
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冊

±
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亡
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+

‡
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;
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甘
+

=
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=
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ーー
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+

+

+

+

-

1

1
1

1
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ー

1
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-
l
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l

I
I

ー

瓢

彌

抑

脚

鵬

鍋

脚

測

"

辮

餅

鵬

獅

期

謝

耀

澗

溺

鍋

溺

覇

描

摘

鵬

蛎

鰯

鵬

脚

鋤

謝

蜘

蜘

蜘

泌

蜘

脚

濁

踊

日

ル

"

日

"

日

日

日

ー

1
2
ー
昭r
,

1
ー

ー1
-

-

¶1

-1
」
-
i

I
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ー
ー
I1
1
ー
ー
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I

I

I-
1ー

ー
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ー

1
-I

Ii

!日

日

日

日

日

日

日

日日日日日"三日"""日日日日日日日"日日日日8085880022232233死死死死死死死死i-

ー

ー

ー
臨臣

ー
I

l
l

l

甥

餅

認

鰹

鯉

脚

螂

鵬

溜

鋤

雅

鰯

鵬

覇

餅

鵬

螂

%

測

鋤

溺

㎜

%

"

鋤

脚
鰯

蜘

溺

鰯

泌

螂

鰯

脚

筋

鋤

脚

枷

擦

照

擦

照

擦

照

擦

照

擦

照

擦

擦

照

擦

日

日

り

日

"

日

日

日

"

"

"

"

"

日

日

"

"

"

"

"

"

"

"

"

塗

封

塗

劉

塗

封

塗

封

塗

封

塗

塗

樹

塗

i
l
l

ー
ー

ーー

1

ー

株

株

株

株

株

株

株

株○日日日"""日"日○""""日日・・"○""日"日""日日○OC日○○

"

"土高澤大澤高土石

ゆ

21

羽

23

盟

25

26

27

28

29

30
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可ナリ長キ観察ラ得タレバ之 テ表示 セリ｡

大○株 ハ弱毒 ナル結核菌株 ナリ、菌注射 ヨリ撲

殺迄 ノ艦重 ノ増加ハ塗擦海猿5頭 ニテ657瓦 ノ

檜加ニシテ1頭 平均131瓦 強 ノ罷重檜加テ示 シ、

封照・・僅 ニ5頭 全禮 】63瓦、1頭平均35瓦 ノ檜

加二過ギズ｡脾 臓 ノ病的攣 化ハ結核海狸 ノ特異

本表 二示 セルハ前述 ノ動物實験 テ更 ニ裏書 キス

ル爲 ノ實験 ニ シテ、五 ツ 生菌株 テ各 々14頭 宛 ノ

海狽 ニ注射 シテソ ノ牛激 宛 トシ 「デルモ ツ(ごリ

ン」塗擦 テ行 ヒシモ へ 他 ノ牛敷 ノ、封 照 トシテ結

核 菌注射以外何等 ノ塵 置 ヲナサ ズ、経過 ノ牛 バ
ホ

ニ至 ラズシテ艶死 セル海狽 ラ除 キ各群10頭 宛
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ノ兆 候 ナ リ、加療 海猿 ノ脾臓 ノ重 量ハ平均65瓦

一 シテ肉眼的所 見ニモ著明 ナル結節 テ認 ノズ
、

之 二反 シ封照獣 ハ平均1.8瓦 強 ヲ示 ス｡

次 ノ石○菌株 ハ最 モ強毒 ナ ルL菌株 ニシテ塗擦駄

ノ・元氣旺盛 一 シテ艦重檜 加著 シク・5頭ニ テ1113

瓦 、1頭 平 均 二23瓦 ノ増加 テ示 シ封 照 ノモ ノハ

]頭 平均1駒 瓦 ノ増加 ニ過 ギズ｡脾 臓 二至 リテ

ノ・特異 一 シテ治療 海瞑 ト錐、可 ナ リ檜大 シテ瓦

4.り 二達 スル モ ノサヘ ア リ｡封 照ハ特 二著 明 ニ

シテ或 ルモ ノハ6瓦 、或 ノ・7.5瓦 テ示 シ著 明ナ

ル上曾大 ヲ呈 シ、平均5.0瓦 以 上 二達 ス｡ニヒ○株

及 ビ高○株、澤○株 ハ大井株 ト略 く同様 ノ成績

ラ不 セ リ｡

第五章 臨淋的實験

之=關 シテノ・大正14年4月 ヨ リ昭和7年3月

二至 ル満8ケ 年 間、余等 ハ余 ノ病 院入院患者及

ビ外來患者 二之 ラ磨用 セ リ｡患 者撒1726例 ニ及

ブ｡之 ガ加療同数 ハ枚墾 ニ逞 ナ クー々 ソノ例謹

ラ示 ス可 クモ ア ラス｡次 ニ其 ノ概略 ラ記述 セン｡

本 剤塗擦方法

背部皮膚又 ハ上騰 内側皮膚 ニ「アル コール」ニテ

清拭 シテ「ゾンデ」テ以 テ ヨリ塗擦 シ次 イデ指頭

ヲ以 テ約2分 間充分 二塗擦 シ藥液 ラ殆 ド皮膚面

ニ吸牧 セシメ シ駄 ニテ油紙 ニテ其 ノ上 テ蔽 フ｡

斯 クシテ時間的 ニソノ表面 二出現 スル反慮 ヲ検

スルニ ア リ、而 シテ其 ノ反 鷹 ラ大別 ス レバ次 ノ

ニ トナル｡

1.無 反 慮

24時 間 、48時 間、経 過後、塗擦部位 ニ何 等 ノ反

癒 ノ出現 セザルモ ノナ リ｡主 トシテ貧血 ニ傾 ケ

ル患者 二多 ク見ル場合多 シ.細 密 二検 ス レバ皮

膚 ト同 色 ノ小丘歌 テナ セル疹 テ 見 ル場 合モ ア

リ｡

登 疹 ヲ見ザ ル場合 ト難、 本剤 ノ吸牧 サ レ居ル コ

ト確實 ナルハ動物實験 ニヨ リテ明 ナル可 シ｡

岩 橋某女、右 上 嚢 ノ混合 性侵潤 アル18歳 ノ患 者

一..一シテ叢熱 厩 日午後37度3一 壬分 ナ リ｡禮 格 中

等、榮養梢 丸悪 シクー般 ニ貧血 セ リ｡入 院以來

背 部 一「デルモツペ リン」塗擦 テ行 ヒテ観察 セシ

ニ2,1時 間 ニ シテ何等 ノ反磨 ヲ呈 セズ｡隔 日毎 ニ

塗擦 シテ7同 ニ及 ブモ依然 トシテ塗擦面 ニ何等

ノ反磨iモ出現 セズ｡

然 ル ニ某 日ソ ノ患者 ニ自家 「コクチゲー ン」テ製

作 シテり.3テ 該 患者 ノ上臆皮膚 内ニ注射 セ リ、

ソノ夜 ソノ患者 ハ背部 二 非常 ナ ル掻痒 感 テ訴

へ 翌朝診 スルニ背部 ノ以前7同 塗擦 セシ 「デ

ルモ ツベ リン」塗布面 ガー面 ニ登 赤 シ 獲疹 テ認

メ、 ソ ノ周邊 ハ地圖模様 テ呈 シ雨背部 ニ翼状 二

旗大 セル テ見 タリ｡斯 ル例 ハ前後唯1回 ノ ～遭

遇 セシモ無反慮 ナル場合 二於 テモ省 ホ且 ツ本剤

ノ明 ニ吸牧 サ レ居 リシ事 ラ知 ル唯一 ノ例 ナ リ｡

偶 々「コ クチゲー ン」ラ皮膚 内注射 ニ ヨ リ該 壱者

ノ「ア レル ギー」反慮 ニ攣 調 テ來 セル爲 ナ ラン｡

2.登 疹

結核患者 ノ約60%以 上 二於 テ本 「デル モツベ リ

ン」剤 ノ塗擦 ニヨ リテ、其 ノ皮膚面 ハ叢赤 シテ丘

獣疹 テ出現 ス｡

(A)其 ノ護疹迄 ニ要 スル時間 ハ第1同 ノ塗擦 ニ

ア リテハ塗擦後約20時 間 テ経過 シ テ登疹 スル

場合多 シ、時 ニ ヨリ48時 間 テ要 スル事 ア リ、稀

ニノ・72時 間後 二初 メテ叢疹 テ認 メル事 モ アル｡

(B)襲 疹 撒 モ亦嘔 々ニ シ テ第1同 一 テ2-3個

ノ登疹 テ生ズル事 ア リ、又]0数 個 ノ登疹 テ見 ル

事 モアリ、時 ニハ無撒 ノ登疹 ガ塗擦面一面 ニ畿

スル事 ア リ｡

(C)登 疹 ノ性質 モ皮膚 ト同色 ノ丘1伏テ呈 スルモ

ノア リ、又 小 ナル鍍赤疹 ノ事 モア リ、 叉大 ナル

疹 ニテ獲赤 セル モ ノア リ.

登 疹膿庖 ラ呈 セ・レモ ノア リ｡

又 膿萢 多数癒合 シテ塗布面 ノ皮膚 ノ化膿 セル甚

シキ例 モ稀 ニ存 ス.

(D)登 疹 部位 ハ多 クハ塗擦部 ニ限 局セルテ普通

トス レ ドモ遠 隔 ノ皮膚面例 之顔面等 ニ登疹 スル

事 アリ、又 全身 ノ皮膚 ニ登疹 ラ見 ル事 ア リ｡叉 、
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塗擦面 一テハ獲赤丘歌疹 ラ出現 シ、距 リタル皮

膚 ニテハ唯皮膚 ト同色 ノ粟粒疹 テ窮現 スル事 ア

リテ此 ノ方而 ノ観察 モ亦種 々ナ リ｡

(E)木 「デルモ ツベ リン」テ患者 ノ皮膚 二塗擦 ス

ルニ最初 出現 スル反磨 ノ撒同或 ハ10撒 回後 二

出現 スル反鷹 トラ比較 スル時 ニハ ソノ数 二於 テ

後 者 ハ著 シ ク増 加 ス｡即 チ最初 ノ反鷹 二於 テ例

之5個 叢疹 テ見 タ リトセ ンカ撒 同後 ノモ ノハ其

ノ撒25個 ノ蛮疹 テ見 ル、終 二3{.)回 二達 シテハ

ー面 ニ間隔 ナキ程無 撒 二蛮疹 ス
｡

(F)最 初 ノ塗擦 ニ ヨリ皮膚 同色 ノ粟粒疹 ガ回 テ

重 子ルニ從 ヒテ螢赤 丘歌疹 ニ憂 化 スルレ事 ア リ｡

又 螢赤 セル疹 ガ回 テ重r=ル ニ從 ヒ吹第 二獲赤 ノ

度 テ張 クシテ終 ニノ・膿萢疹 ト愛 化 スル事 ア リ、

後者 ハ甚 グ屡 ζ目撃 スル所 ナ リ｡

(G)登 疹 ノ出現 スル迄 ノ時間 二關 シテノ・回 テ重

ヌル ニ從 ヒ次第 ニ迅 速 トナ リ帥最初 ノ糞疹 ニ要

スル時間ハ20時 間 テ要 シタリ トセ ンカ、 】0数

回後 一一ハ襲疹迄 ノ時間 ハ7,S時 間 ニ シテ出現 ス、

更 ニ数10同 塗擦後 ニ至 リテ ハ 登疹愈 々迅速 ト

ナ リ塗擦 後 】時間絵 ニ シテ スデニ著明 ノ登疹出

現 スルニ至 ル｡

(H)一 度 褒疹 ヲ兄 テ之 ガ完全 ニ1宵退 スル迄 ノ時

間的關係 二就 テモ亦面 白 キi現象 テ見ル｡第1同

ノ登疹 ノ浦退 スルし迄 ニハ可 ナ リノ時間 ヲ要 シ10

日乃 至30日 、或 ハ ソ レ以 上 ヲ要 スル時 アリ、塗

擦 回数 ラ重 ヌルニ從 ヒソノ消退 スル・迄 ノ時間 テ

短縮 ス、]U撒 同後 ニハ ソノ登疹 ノ浴退 スル迄 二

要 スル時間 ハ牛 バ ー 短縮 ス更 ニ撒10回 二達 ス

レバ2日 間位 ニテ消退7・ルニ至 ル｡

総

(1)「 チ フス」菌 ノ肉汁培養 テ濃縮 セル免疫元 テ

用 ヒ家 兎實験 ニヨ リ皮膚塗擦 ニヨ リ凝集 慣 ラ容

易 二高 メ得 ベ シ｡

(2)結 核 菌 肉汁培養濃縮液自ロ「デルモ ツペ リン」

ラ用 ヒ家 兎結核 二塗擦 シ免疫上可 ナ リノ成績 テ

得 タ リ即初 感染 部 タル睾丸 ニ結核 ラ認 メ シノミ

ニテ他 ノ臓器 ニハ全 ク憂 化 ナ シ｡

〃

0
ノ

〃

ノ

6

f月

4

3

フ
ら

ノ

以上 ラ要 スルニ螢疹 スル場合 テ正確 ニ観察 スル

時 ニハ吾人 ハ次 ノコ トテ承認 ス可 シ｡

塗 擦 ノ同 テ重 ヌルニ從 ヒ、登疹 撒壇加 シ登疹時

間迅速 トナ リ、疹 ノ消退時間 モ迅速 トナル｡

之 テ圖 ニ示 セバ次 ノ如 シ｡

即 第1同 ノ塗擦 ニヨ リ24時 間 ニ テ50迄 達 シ清

退 二25日 テ要 シタ リ トセ ン帥 チa線 ニテ現 ス

10婁 交同塗擦そ笈ハ80二 達 シ1省退時間16日 自口b線

ニテ示 ス撒10同 ・・c線 ノ如 ク塗擦後34時 間ニ

テ最多数登疹 シ消退 ニハ6日 一 テ足ルニ至 ル｡

(1)弦 ニ注意 チ要 ス ・レハ往 々ニ シテ逆 反慮 ラ呈

スル コ トナ リ即 チ最初 ノ塗擦 ニ ヨ リ著 明 ナル皮

膚 反癒 ラ呈 シ無撒 ノ登 疹 ト登赤 トラ呈 スルコ ト

ア リ.次 二第2同 ノ塗擦 ニテノ、全 クソ ノ反庭腸

クシテ第1同 二比 ス可 クモ アラズ、登 疹 ノ消退

モ亦著 明 ニ迅速 トナル、爾後塗擦 ノ回 ラ重 ヌル

ニ從 ヒ次第 ニ磯疹減 少 テ見 ルレニ至 ル
｡

最 後 ニ人膿 二本剤 ラ塗擦 スル事 一 ヨリ時 二23分

ノ登熱 ラ認 ムル事 アルモ ソノ他何等 ノ副作 用 テ

認 メズ｡

括

(3)海 狽 實験 ニ ヨリ「デルモ ツベ リン」塗擦獣 ノ

罷 重増 加 ハ ソ ノi封照 二比 シ著 明 ナ リ｡

(4)同 實 験 ニ ヨリ「デルモ ツベ リン」塗擦獣 ノ脾

臓 ハ封 照獣 二比 シ著 シク小 ニ シテ且 ツ結節 テ認

ムル コ ト稀 ナ リ｡

(5)豫 防 的 二海瞑 ニ 「デルモツペ リン」テ塗擦 ス

ル時 ハ封照獣 二比 シソ ノ病攣著 明 二少 ク、禮重
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ハ著 明 二檜加 ス｡即 豫防的数果 ア リ｡

(6)臨 林 的 二患者 ニ鷹用 シテ塗擦部 ニ駿疹 スル

時 ト無反慮 ノ場合 トア リ｡

(7)登 疹 ハ同 ヲ重 ヌルニ從 ヒソ ノ激 テ檜加 シ、

登疹登 生 ノ時間 ラ短縮 シ且 ツ ソノ消退時間 ヲモ

短縮 ス(ア レル ギー反鷹1｡

(8)第1回 ニ撒 多 ク登疹 シ次第 ニ ソノ敷 ヲ減少

スル場合(ア 子ル ギー反鷹)モ ア リ｡

(9)入 罷 塗擦 ニ ヨリ著 明 ナル副作用 テ認 メズ｡


